
収穫量　㌧ 出荷量　㌧

全国 703,100 625,900 
熊本 109,600 104,400 
千葉 45,300  40,000  
栃木 35,400  33,200  
群馬 24,600  22,300  
青森 18,100  15,900  
埼玉 16,500  14,600  
神奈川 14,800  13,500  
新潟 13,600  9,120   

高知 5,380   5,100   
東京 3,880   3,490   

トマトの収穫・出荷量

作物統計（平成23年産トマト）

熊本の統計情報 平成２５年２月２２日 

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。 

毎月１回のペースで色々な統計に関する話題・データを紹介します。 

   

 

                                                        

 

          

    トマト          すいか          いちご        あか牛（肉）       真鯛 

 

熊本県では、トマト、すいか、いちご、あか牛、真鯛などなど、「赤」をイメージカラーとする農林水産

物・加工品の全国的な認知度の向上に取組んでいるところですが、「熊本県民は、熊本の農林水産物を

多く消費しているのだろうか？熊本県民の消費傾向（嗜好性）はどうなのか？」という素朴な疑問点を解き

明かしてみることにしました（熊本市民＝熊本県民で評価）。 

農林水産物の消費量そのものを把握する統計は存在しませんので、都道府県の県庁所在市及び政令

指定都市の消費者を対象にした「家計調査：平成２１～２３年平均の家計調査品目別データ（二人以上の

世帯（１世帯当たり年間の支出金額及び購入数量））の結果をもって、都道府県民の消費傾向（嗜好性）の

目安とすることができると思われます。 

解き明かすために２つの統計データを用います。 

①農林水産省ＨＰの「統計情報：http://www.maff.go.jp/」と、 

②総務省統計局ＨＰの統計情報「家計調査：http://www.stat.go.jp/」にアクセスして、必要なデータを収

集し、「収穫量（真鯛は漁獲量＋収穫量）」と「消費量」とを比較することによって、おおよその消費傾向（嗜

好性）を把握することができます。 

 

                                        

金　額 円 数量 g
東京都区部 8,804 宇都宮市 15,689
千葉市 8,744 新潟市 15,597
横浜市 8,502 千葉市 15,114
川崎市 8,440 東京都区部 14,453
新潟市 8,380 さいたま市 14,254
さいたま市 8,143 川崎市 14,233
高知市 7,969 横浜市 14,017
宇都宮市 7,625 青森市 13,760
前橋市 7,484 熊本市 13,565

青森市 6,496 前橋市 13,463
全 国 6,385 高知市 13,441
熊本市 6,143 全国 11,165

トマトの消費金額・消費量

家計調査  
                            

http://www.maff.go.jp/
http://www.stat.go.jp/


都道府県 漁獲量 収穫量 計 割合

全国 17,290 61,186 78,476 100.0
愛媛 1,495 34,738 36,233 46.2
熊本 846 8,789 9,635 12.3
高知 127 5,501 5,628 7.2
長崎 2,101 2,472 4,573 5.8
三重 463 3,776 4,239 5.4
和歌山 311 1,221 1,532 2.0

平成23年海面漁業生産統計（農林水産省）

単位：ｔ
真鯛の漁獲量・収穫量

 

熊本のトマト。出荷量は全国シェアの１６．７％で平成１３年以来全国第一位をキープしており、熊本県 

民は、品質と鮮度抜群のトマトを安く購入できる生産地の恩恵を受けていますが、購入（消費）量はさほど

多くはないようです。第一位は、トマト出荷量全国シェア５．３％の栃木県。熊本の購入（消費）量は、年間

で２，１２４ｇも栃木より少ない（中程度のトマト１個の重さを２００ｇとすると、１年間に約１１個も少ない）こと

になります。冬から春にかけて収穫する「冬春トマト」（生産コストが夏秋トマトに比べて高い）もおいしいけ

れども、太陽の光をいっぱい受けた完熟の「夏秋トマト」はもっともおいしいと思います。 

トマトの赤い色素「リコピン」には生活習慣病の原因となる活性酸素を消去する働きがあるのです。もっ

と熊本のトマトを食べましょう。 

 

熊本はスイカ王国。「すいか」の購入量が多い市は次のとおり（福井市以外は「すいかの主産地」）。熊

本市は５，５９４ｇ（全国平均の１．３倍）。一番多く購入しているのは新潟市で９，２２１ｇ（全国の約２．２倍）。

「すいか」王国の熊本県民の皆さん、利尿作用がある「すいか」をもっともっと食べましょう！！             

天草市上津深江地区の盆すいか（７月上旬～８月中旬）- 

  熊本の真鯛。「くまもとの赤」である「真鯛」の漁獲（収穫）量と消費量の関係を調べてみました。熊本県

の真鯛の漁獲量は８４６トンに対し、養殖による収穫量は８，７８９トン。全国第２位の漁獲・収穫量です。熊

本市における「真鯛」の購入量は１年間で２，２５３ｇで、なんと全国平均（７１５ｇ）の約３倍。「くまもとの赤」

である真鯛をよく食べているというみかたができます。熊本県民は真鯛が好きなんです！！そういえば、先

日は鯛の刺身を食べたことを思い出したのであります（筆者）。 

鯛 の 購 入 量 が 多　い 市
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熊本県の統計情報は「 http://www.pref.kumamoto.jp/site/statistics/ 」をご覧ください。 
次回の「統計アラカルト」は、３月２９日（金曜日）に掲載予定です。 

問合せ先：熊本県企画振興部統計調査課交通政策・情報局 総務資料班 〒869-8570 熊本市中央区水前寺 6-18-1 

電話：096-333-2174 ／ Ｆａｘ：096-384-7544 ／ メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp 
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